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周
　
　
二

序

　
周
知
の
よ
う
に
、
新
古
典
派
の
企
業
理
論
の
諸
命
題
は
、
短
期
利
潤
最
大
化
の
仮
定
の
も
と
で
演
緯
的
に
導
出
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
企
業
は
与
え
ら
れ
た
需
要
関
数
と
技
術
的
に
決
定
さ
れ
る
生
産
関
数
の
も
と
で
、
収
入
と
費
用
の
差
で
あ
る
利
潤
を
最
大
化
す

る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
新
古
典
派
の
企
業
理
論
の
諸
命
題
は
、
も
し
そ
の
よ
う
な
仮
定
を
認
め
る
た
ら
ぱ
、
数
学

的
に
は
厳
密
た
推
論
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
た
ん
ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

　
し
か
し
、
現
実
の
企
業
に
注
目
す
る
た
ら
ぱ
、
以
上
の
よ
う
な
短
期
的
な
利
潤
最
大
化
の
仮
定
が
、
現
実
的
な
意
味
を
も
ち
う
る

か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
１
特
に
－
大
企
業
は
、
販
売
政
策
、
財
務
政
策
、
投
資
決
定
な
ど
も
行
な
う
有
機
的
な
組
織
体
で
あ
り
、
ま

た
企
業
の
目
標
に
っ
い
て
も
よ
り
長
期
の
利
潤
や
市
場
占
有
率
・
販
売
高
な
ど
で
示
さ
れ
る
企
業
観
模
な
ど
に
も
強
い
関
心
を
払
っ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
古
典
派
の
企
業
理
論
に
も
と
づ
く
「
企
業
行
動
」
と
現
実
の
企
業
の
行
動
と
の
問
に
大
き
た
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在

す
る
と
い
う
認
識
ひ
も
と
に
、
新
古
典
派
の
企
業
理
論
を
批
判
し
た
新
し
い
企
業
理
論
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。



　
現
代
の
企
業
理
論
へ
の
第
一
の
接
近
は
、
主
と
し
て
経
営
学
の
分
野
か
ら
お
こ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
般
に
「
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
一
と
呼
ぼ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
経
済
発
展
と
と
も
に
、
多
く
の
産
業
で
独
占
や
寡
占
が
成
立
し
、

企
業
が
市
場
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
支
配
力
を
行
使
し
う
る
よ
う
な
「
大
企
業
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
、
企
業
の

内
部
で
は
「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
が
進
行
し
、
企
業
が
も
は
や
一
っ
の
組
織
体
で
あ
る
と
い
う
事
実
認
識
に
立
脚
し
て
い
る
。
行

動
科
学
的
企
業
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
企
業
組
織
の
内
部
的
意
志
決
定
の
構
造
や
資
源
配
分
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
扱
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
現
代
の
企
業
理
論
へ
の
第
二
の
接
近
は
、
行
動
科
学
的
理
論
と
同
様
の
現
実
的
認
識
に
立
ち
た
が
ら
、
新
古
典
派
の
企
業
理
論
を

批
判
的
に
検
討
し
そ
れ
に
か
わ
る
よ
り
現
実
的
な
企
業
行
動
モ
デ
ル
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ン
（
○
享
ｇ
向
．
ヨ
曇
”
婁
冒
）
は
経
営
者
の
裁
量
的
行
動
を
、
経
営
者
の
効
用
関
数
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
定
式
化
し
、
組
織
と
し
て
の
企
業
の
行
動
理
論
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ソ
の
経
営
者
効
用
最
大
化
仮
説
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

利
潤
最
大
化
仮
説
に
比
し
て
、
よ
り
現
実
の
企
業
行
動
を
説
明
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
の
モ
デ
ル
は
静
学
的
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
大
企
業
の
特
長
で
あ
る
動

態
的
な
企
業
行
動
の
側
面
が
無
視
さ
れ
て
い
る
点
で
不
満
が
残
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
こ
れ
に
対
し
て
マ
リ
ス
（
甲
峯
胃
診
）
は
、
ペ
ソ
ロ
ー
ズ
（
向
・
■
鶉
冒
易
ｏ
）
の
先
駆
的
な
企
業
成
長
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

業
を
製
品
の
多
様
化
に
よ
っ
て
成
長
し
っ
づ
げ
る
組
織
体
と
し
て
と
ら
え
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
企
業
成
長
の
理
論
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。

マ
リ
ス
・
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
経
営
者
の
効
用
関
数
の
要
素
と
な
る
よ
う
た
も
の
は
企
業
の
成
長
率
が
高
げ
れ
ば
同
時
に
達
成
さ
れ

る
も
の
と
し
て
、
安
全
性
制
約
下
の
企
業
成
長
率
最
大
化
と
い
う
長
期
的
な
企
業
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
リ

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
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松
川
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‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
六
七
九
）
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二
〇
　
（
六
八
○
）

ス
は
、
急
速
た
成
長
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
務
構
成
の
悪
化
や
乗
っ
と
り
、
倒
産
の
危
険
を
考
慮
し
て
設
定
さ
れ
た
安
全
性
の
基
準

（
負
債
比
率
、
流
動
資
産
比
率
お
よ
び
内
部
留
保
率
）
を
制
約
条
件
と
し
て
、
製
品
の
多
様
化
率
や
利
益
マ
ー
ジ
ソ
率
と
い
う
政
策
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

と
最
大
成
長
率
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
た
マ
リ
ス
．
モ
デ
ル
は
後
の
企
業
成
長
理
論
に
大
き

な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
に
た
る
。

　
他
方
、
企
業
成
長
理
論
は
ボ
ー
モ
ル
（
≠
－
吋
彗
暮
一
）
の
販
売
高
最
大
化
仮
設
の
理
論
的
な
発
展
と
し
て
む
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ボ
ー
モ
ル
は
、
寡
占
企
業
の
よ
う
た
大
企
業
は
、
あ
る
一
定
の
利
潤
を
確
保
す
る
と
い
う
制
約
の
も
と
で
、
売
上
高
（
総
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

入
）
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
と
い
う
販
売
高
最
大
化
仮
設
を
提
唱
し
た
。
ボ
ー
モ
ル
は
、
企
業
に
と
っ
て
、
視
歎
を
短
期

に
限
定
す
る
な
ら
ぽ
利
潤
最
大
化
仮
設
は
非
合
理
的
な
行
動
で
た
い
と
し
て
も
、
よ
り
長
期
的
た
視
野
に
立
っ
た
ら
ば
、
短
期
的
な

販
売
高
最
大
化
の
行
動
こ
そ
が
長
期
利
潤
の
最
大
化
と
一
致
す
る
と
し
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
寡
占
産
業
の
長
期
的
な
観
察
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
さ
ら
に
ボ
ー
モ
ル
は
、
以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
長
期
利
潤
最
大
化
の
仮
説
に
も
と
づ
き
企
業
成
長
の
理
論
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。

こ
れ
は
新
古
典
派
の
企
業
理
論
の
長
期
化
・
動
学
化
の
方
向
を
示
す
先
駆
的
た
研
究
と
な
っ
た
。
こ
の
方
向
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

（
－
甲
書
目
訂
婁
旨
）
を
へ
て
、
ソ
ロ
ー
（
肉
・
峯
・
ｏ
。
◎
一
暑
）
に
よ
っ
て
一
層
の
理
論
的
な
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
よ
う

た
企
業
成
長
理
論
の
発
展
は
、
い
わ
ゆ
る
経
済
成
長
論
の
分
野
で
の
よ
り
現
実
的
な
接
近
に
も
大
き
た
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
た
っ

　
　
　
　
（
１
０
）

た
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
本
論
に
お
い
て
以
下
、
１
で
ボ
ー
モ
ル
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ソ
、
お
よ
び
ソ
’
ロ
ー
の
企
業
成
長
理
論
を
概
説
し
て
そ
れ
ら
の

基
本
的
性
格
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
最
近
の
企
業
成
長
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
、
簡
単
た
展
望
を
試
み
る
。
そ
し
て
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

１
１
で
我
々
は
、
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
の
議
論
を
生
産
物
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
て
一
般
化
し
た
、

と
生
産
物
需
要
と
の
関
係
の
定
式
化
に
も
と
づ
き
、
企
業
成
長
理
論
の
試
論
的
な
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

９
胃
け
彗
｛
竃
胃
｝
〔
５
〕
が
そ
の
代
表
的
研
究
で
あ
る
。

○
．
向
．
ミ
旨
旺
冒
ｏ
。
◎
■
〔
２
１
〕

霊
冒
易
ｏ
〔
１
７
〕
、
製
品
の
多
様
化
に
つ
い
て
は
Ｗ
章
。

竃
胃
ま
〔
９
〕
、
〔
１
０
〕

マ
リ
ス
の
企
業
成
長
論
を
概
説
し
た
も
の
と
し
て
、
中
西
〔
１
３
〕
、

吋
彗
冒
ｏ
Ｈ
〔
３
〕

霊
■
昌
◎
一
〔
４
〕

－
．
Ｐ
ミ
旨
訂
冒
。
。
昌
〔
２
２
〕

ｏ
ｏ
◎
一
；
〔
１
８
〕

■
§
ミ
ｐ
〔
１
９
〕
な
ど
。

松
川
〔
１
２
〕
。

今
井
〔
６
〕
、
宮
川
〔
１
２
〕
た
ど
が
あ
る
。

販
売
促
進
政
策

１
　
企
業
成
長
理
論
の
展
望

〕

　
ー
　
ボ
ー
モ
ル
Ｈ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
の
企
業
成
長
理
論

〔

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

　
ボ
ー
モ
ル
の
モ
デ
ル
は
次
の
仮
定
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
投
入
財
と
生
産
物
の
価
格
は
一
定
で
あ
り
、
生
産
関

数
は
一
次
同
次
で
あ
る
。
産
業
内
の
す
べ
て
の
企
業
は
同
一
の
歩
調
で
成
長
し
、
完
全
競
争
が
維
持
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
企
業
に
と

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
六
八
一
）



　
　
　
立
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二
二
　
（
六
八
二
）

っ
て
需
要
曲
線
は
完
全
に
弾
力
的
で
あ
り
、
市
場
の
間
題
が
企
業
の
計
画
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
た
い
。
企
業
の
目
標
は
長
期
利

潤
（
将
来
利
潤
の
流
れ
の
現
在
価
値
）
の
最
大
化
で
あ
り
、
政
策
変
数
は
一
定
の
成
長
率
で
あ
る
。

　
以
上
の
仮
定
に
加
え
、
Ｒ
を
初
期
の
純
収
入
（
１
１
経
常
利
潤
）
、
９
を
成
長
率
、
．
ｚ
を
利
子
率
（
割
引
率
）
と
す
る
。
仮
定
よ
り
、
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

収
入
の
増
加
率
は
投
入
量
の
増
加
率
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
～
期
に
お
げ
る
純
収
入
＆
は
、

　
　
　
　
卸
１
１
完
・
（
Ｈ
＋
内
）
｝

と
な
る
。
そ
れ
故
、
純
収
入
の
現
在
割
引
価
値
合
計
を
〃
と
す
る
と
、

　
　
　
　
〒
曽
・
一
束
一
ダ
・
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
１
）

と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
内
く
｛
す
な
わ
ち
企
業
の
成
長
率
が
利
子
率
を
こ
え
な
い
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
。
ま
た
１
・
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
○
ミ

　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

　
　
　
　
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

の
関
係
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
他
方
、
ペ
ソ
ロ
ー
ズ
効
果
に
も
と
づ
く
費
用
を
含
む
企
業
成
長
に
と
も
な
う
費
用
を
拡
張
費
用
Ｃ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
拡
張
費
用

Ｃ
と
成
長
率
８
と
の
問
に
、

　
　
　
　
０
１
ｌ
ｏ
（
内
）
一
〇
、
（
灼
）
Ｖ
〇
一
〇
、
、
（
灼
）
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
ｏ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
）
　
）

の
関
係
を
想
定
す
る
。
従
っ
て
ｕ
・
螂
式
よ
り
、
長
期
利
潤
皿
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
～

　
　
　
　
自
１
－
ミ
ー
Ｏ
（
内
）
１
１
完
・
　
　
　
１
Ｏ
（
内
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
１
灼



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
な
る
。
従
っ
て
、
も
し
最
大
化
の
二
階
の
条
件
が
満
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
最
大
化
の
条
件
は
、
　
。
４
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
９
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
“

　
　
　
　
膏
、
Ｏ
、
（
内
）
・
完
．
（
↑
内
）
一
１
Ｉ
Ｏ
、
（
内
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

と
な
る
。
こ
れ
は
、
企
業
成
長
率
の
増
加
に
よ
る
限
界
純
収
入
と
成
長
に
と
も
な
う
限
界
費
用
が
一
致
す
る
よ
う
な
企
業
成
長
率
が

最
適
成
長
率
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
ボ
ー
モ
ル
の
企
業
成
長
理
論
は
、
長
期
的
・
動
学
的
な
企
業
理
論
で
あ
り
、
企
業
成
長
理
論
を
は
じ
め
て
モ
デ
ル

化
し
た
も
の
と
し
て
一
目
同
く
評
価
で
き
る
が
、
企
業
成
長
に
と
も
な
う
需
要
側
の
条
件
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
シ
ソ
プ
ル
一
モ

デ
ル
ゆ
え
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
イ
リ
ァ
ム
ソ
ソ
（
－
声
彗
旨
｝
婁
旨
）
は
、
ボ
ー
モ
ル
の
モ
デ
ル
を
基
礎
に
．
、
よ
つ
現
実
的
な
企
業
成
長
モ

　
　
　
　
　
　
（
５
）

デ
ル
を
提
示
し
た
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
は
、
企
業
を
生
産
量
（
販
売
量
）
の
決
定
、
　
１
財
務
上
の
決
定
（
配
当
政
策
・
資
金
調
達
な
ど
）
お
よ
び
投
資
（
１
１
企

業
の
成
長
率
）
の
決
定
を
効
率
的
に
行
な
う
主
体
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
　
こ
の
よ
う
な
企
業
の
企
業
目
標
の
相
違
（
企
業

の
市
場
価
値
の
最
大
化
、
企
業
成
長
率
の
最
大
化
お
よ
び
販
売
高
現
在
価
値
の
最
大
化
）
が
企
業
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
を
検
討
し
た
。

　
ウ
イ
リ
ァ
ム
ソ
ソ
は
、
生
産
物
の
価
格
を
含
め
す
べ
て
の
価
格
が
一
定
で
か
っ
一
次
同
次
の
生
産
関
数
を
仮
定
す
る
な
ら
ぼ
、
純

収
入
Ｒ
、
販
売
高
Ｓ
、
実
物
資
本
ス
ト
ツ
ク
Ｋ
、
実
物
投
資
ヱ
、
お
よ
び
企
業
成
長
の
た
め
の
非
投
資
的
拡
張
費
用
０
は
生
産
量
と

同
じ
率
ｇ
で
成
長
す
る
も
の
で
あ
る
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
拡
張
費
用
ｘ
を
、

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
六
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
六
八
四
）

　
　
　
　
＊
…
Ｈ
＋
０
１
－
外
十
〇
（
内
）
１
１
内
・
内
十
〇
（
内
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
ｏ
）

　
　
　
）

と
し
、
　
。
６
式
の
逆
関
数
を
と
り
、

　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
内
１
－
内
（
ｋ
）
一
内
、
Ｖ
◎
一
内
、
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
べ
）

と
す
る
。
ま
た
、
純
収
入
五
と
販
売
高
ｓ
と
の
関
係
は
、
通
常
の
企
業
理
論
と
同
様
に

　
　
　
　
由
１
１
完
（
吻
）
一
完
、
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
ｏ
。
）

と
す
る
。

　
次
に
１
企
業
の
市
場
価
値
（
１
１
株
式
配
当
の
現
在
価
値
）
を
７
、
利
潤
の
内
都
留
保
率
を
７
と
し
、
簡
単
化
の
た
め
に
、
企
業
は
成
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
た
め
の
資
金
を
す
べ
て
内
部
留
保
に
よ
っ
て
賄
う
と
す
れ
ば
、
内
く
“
に
つ
い
て
、
口
式
を
考
慮
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
ぺ
ｎ
（
Ｈ
ぺ
）
．
Ｈ
＋
、
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
１
内

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

以
上
の
こ
と
か
ら
・
芒
企
業
が
市
場
価
値
の
最
大
化
を
目
標
と
し
て
い
る
な
ら
ぱ
、
甘
・
審
を
制
約
条
件
と
し
て
、
”
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

最
大
化
す
る
よ
う
に
販
売
高
Ｓ
と
内
部
留
保
率
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ｋ
１
－
、
局
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

　
　
　
　
靖
；
吻
一
ご
再
沽
篶

で
あ
る
。
同
様
に
、
も
し
企
業
が
成
長
率
９
の
最
大
化
を
目
標
と
し
て
い
る
た
ら
ぱ
、

峯
四
■
内
（
）
完
）

３
り

三
肺
祭



と
な
る
・
こ
こ
で
ふ
は
要
求
さ
れ
る
企
業
の
市
場
価
値
の
最
下
限
で
あ
り
、
安
全
性
の
制
約
で
あ
る
。

ま
た
・
も
企
業
が
販
売
高
の
現
在
価
値
蒼
と
し
、
そ
の
最
大
化
を
目
標
と
し
て
い
る
な
ら
ぱ
、

と
匁
る
。

峯
ｐ
Ｒ
申
（
さ
吻
）

３
りこ

こ
で

　
　
Ｈ
＋
吻

申
Ｈ
　
　
　
・
吻

　
　
吻
－
内

土
事

で
あ
り
、
ｓ
は
販
売
高
に
対
す
る
割
引
率
で
あ
る
。

以
上
の
よ
乏
・
ウ
ィ
リ
ア
一
ソ
一
の
一
デ
ル
は
、
企
業
目
標
の
相
違
と
企
業
行
動
の
関
係
を
明
確
に
、
こ
と
、
安
全
性
制
約

お
よ
び
企
業
の
財
務
政
策
を
考
慮
し
た
こ
と
な
ど
は
、
す
モ
ル
理
論
の
一
層
の
発
順
と
し
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
企
業
成
長

に
お
け
る
生
産
物
に
対
す
る
需
要
側
の
問
題
が
十
分
凄
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
岬
式
で
示
さ
れ
る
短
期
の
利
潤
最
大
化
条
件
か

ら
得
ら
れ
る
純
収
入
と
販
売
高
と
の
関
係
と
す
べ
て
の
変
数
が
生
産
量
と
同
率
で
成
長
す
る
と
い
う
想
定
と
の
問
の
整
合
性
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
（
８
）

疑
間
な
点
も
多
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
理
論
の
欠
点
の
多
く
は
・
ソ
一
－
の
企
業
成
見
理
論
に
よ
つ
て
克
服
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

１
暮
デ
讐
デ
と
し
・
そ
隻
二
喜
段
生
産
関
誉
－
・
葦
で
あ
、
、
ま
た
そ
れ

　
　
　
　
ら
の
価
格
を
（
・
フ
と
す
る
去
ミ
琴
倍
に
な
る
と
き
、
・
が
”
倍
に
た
る
こ
と
を
示
せ
ぱ
よ
い
。
生
産
関
数
が
一
ぺ

　
　
　
　
同
次
で
あ
る
か
ら
・
言
二
干
三
ぎ
べ
・
一
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
・
．
＞
ミ
、
、
、
ミ
、
、
一
、
、
一
．
ミ
ベ
、
、
、
．
ミ
、
、
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
五
　
（
六
八
五
）

　
　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

立
命
館
経
済
学
一
席
二
十
八
巻
．
第
六
号
一
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
六
八
六
一

｛
、
（
ぎ
色
ー
ミ
「
う
色
一
と
な
る
。

に
の
仮
定
の
経
哨
的
根
拠
と
し
て
団
、
一
昌
。
、
は
、
す
べ
て
の
企
業
が
利
子
率
を
こ
え
た
率
で
成
長
す
る
奮
ぱ
資
金
の
超
過
需
要
に
よ

る
利
子
率
の
上
昇
カ
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
勺
、
目
、
。
。
。
、
が
い
ち
は
や
く
指
摘
し
た
点
で
あ
る
。
企
業
成
長
に
は
そ
れ
に
と
差
一
て
有
効
な
経
営
者
能
力
の
増
大
を
必
要

帥
ガ
雛
簑
讐
雛
一
洲
箒
ザ
、
暮
い
糾
つ
て
、
企
業
が
高
い
成
長
を
達
成
す
る
蓬

　
－
甲
考
昌
鼠
昌
の
旨
〔
２
２
〕
に
も
と
づ
く
。

考
昌
｛
。
昌
吻
。
、
の
モ
デ
ル
で
は
株
式
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
も
同
時
に
考
慮
し
て
い
る
が
・

ル
・
モ
デ
ル
を
と
り
あ
げ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
問
題
を
無
視
し
た
シ
ソ
プ

提
賞
一
、
註
デ
然
ヂ
け
六
七
）
に
お
い
て
考
、
、
、
、
、
昌
。
。
。
、
の
モ
デ
一
－
類
似
一
含
的
企
業
成
長
理
論
を

一
完
、
禁
臼
師
ま
暮
三
一
冷
緑
暮
、
１
。
、
。
。
目
。
け
饒
、
昌
）
を
想
定
し
な
が
、
書
－
一
十
分

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
じ
　
ソ
ロ
ー
の
企
業
成
長
理
論

ソ
ロ
、
の
企
業
成
長
理
論
の
特
徴
は
、
単
；
産
物
企
業
蓬
・
言
暮
一
豆
を
想
定
し
て
・
企
業
成
長
と
生
産
物
の
需
要

と
の
関
係
を
明
確
に
し
、
企
業
の
市
場
価
値
の
最
大
化
を
目
標
と
す
る
企
業
が
最
適
な
初
饗
本
ス
ー
一
ク
と
企
業
成
長
率
を
ど
の

よ
う
に
し
て
決
定
す
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
こ
と
で
あ
る
。

企
業
が
生
産
．
販
売
活
動
を
行
言
と
き
、
企
業
に
と
つ
て
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
諸
条
件
が
あ
る
・
す
な
わ
ち
・
企
業
は
「
企

業
の
環
境
一
に
っ
い
て
、
生
産
物
を
撰
す
る
供
給
面
と
企
業
の
生
産
物
が
購
入
さ
れ
る
需
要
面
の
両
面
を
考
え
な
げ
れ
窪
ら
な



い
。　

い
ま
企
業
の
生
産
上
の
技
術
的
な
条
件
と
し
て
、
固
定
係
数
で
一
次
同
次
の
生
産
関
数
を
仮
定
す
る
。
生
産
量
（
販
売
量
）
を
Ｑ
、

実
物
資
本
ス
ト
ヅ
ゾ
を
Ｋ
、
投
下
労
働
量
を
工
、
原
材
料
の
投
入
量
を
〃
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
０
１
１
沖
・
宍
１
ｌ
Ｎ
・
卜
１
ー
ミ
・
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
Ｈ
◎
）

と
な
り
、
こ
こ
で
、
尾
、
ｚ
お
よ
び
刎
は
正
の
定
数
で
あ
る
。
ま
た
簡
単
化
の
た
め
に
、
実
物
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
消
耗
を
無
視
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

便
宜
的
に
そ
の
価
格
を
・
と
す
る
。
ｍ
式
に
お
い
て
、
原
材
料
価
格
を
伽
、
賃
金
を
〃
と
す
る
奮
ば
、
企
業
の
経
営
費
用
・
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
０
１
ー
ミ
・
卜
十
、
§
・
ミ

と
な
る
。
そ
こ
で
生
産
物
一
単
位
当
り
の
経
営
費
用
を
ｏ
と
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
ｑ
ｌ
ｌ
０
１
１
き
十
、
§
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
　
０
）

と
た
り
、
　
。
１
式
を
考
慮
す
れ
ば
、

　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
，
１
ー
ミ
十
、
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
§

　
　
　
　
　
　
Ｎ
　
　
§

と
な
る
。

　
次
に
－
、
販
売
促
進
費
用
に
っ
い
て
次
の
よ
う
な
仮
定
を
お
く
。
す
な
わ
ち
、
企
業
は
販
売
高
の
一
定
の
成
長
率
ｇ
を
達
成
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

め
に
必
要
な
販
売
促
進
費
用
の
総
収
入
に
対
す
る
比
率
を
は
と
し
、
こ
の
費
用
に
は
ペ
ソ
ロ
ー
ズ
効
果
に
も
と
づ
く
非
投
資
的
拡
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
六
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
六
八
八
）

　
　
一
方
、
企
業
は
生
産
物
の
価
格
を
一
定
に
維
持
す
る
も
の
と
仮
定
し
、
ま
た
企
業
の
生
産
者
に
対
す
る
需
要
曲
線
に
っ
い
て
は
、

　
そ
の
価
格
弾
力
性
が
一
定
の
値
（
１
伽
く
◎
）
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
以
上
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
ソ
ロ
ー
は
、
企
業
の
市
場
価
値
の
最
大
化
を
企
業
の
目
標
と
し
て
想
定
す
る
。
企
業
の
市
場
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
７
は
、
将
来
の
株
式
配
当
額
の
流
れ
の
現
在
価
値
で
あ
る
か
ち
、
ｏ
を
の
期
に
お
げ
る
株
式
配
当
額
、
・
ｚ
を
主
観
的
割
引
率
と
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

．
ば
、
企
業
の
市
場
価
値
は
、

　
　
　
　
　
、
↓
り
、
ミ
い
、
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一

　
と
た
る
。
ソ
ロ
ー
は
こ
の
よ
う
な
企
業
を
「
株
主
指
向
型
企
業
（
Ｏ
書
９
－
Ｏ
ま
巨
＆
里
昌
）
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　
以
下
簡
単
化
の
た
め
に
、
企
業
に
将
来
に
わ
た
っ
て
一
定
の
成
長
率
を
選
び
、
成
長
の
た
め
の
資
金
を
す
べ
て
内
部
留
保
の
み
に

　
よ
っ
て
賄
う
と
す
る
。
ま
た
、
初
期
時
点
に
お
け
る
変
数
に
は
添
字
を
っ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
と
、
需
要
曲
線
に
関
す
る
仮
定
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
◎
１
１
、
、
、
で
あ
る
か
ら
、
販
売
高
は
、
一
０
１
Ｉ
Ｏ
，
１
巾
と
な
り
・
Ｈ
Ｉ
卜
１
Ｉ
ｏ
と
お
く
と
・
、
一
０
１
ｌ
Ｏ
“
（
◎
〈
ｏ
〈
Ｈ
）
と
た
る
・
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
式
よ
り
、
０
１
Ｉ
ｏ
・
９
』
式
よ
り
俸
１
１
内
で
あ
る
か
ら
・
初
期
に
お
げ
る
企
業
の
株
式
配
当
額
ｂ
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
ｂ
１
Ｉ
、
・
Ｏ
－
只
内
）
・
、
・
０
１
０
１
肉

　
　
　
　
　
　
１
１
口
よ
（
灼
）
一
・
９
よ
・
Ｏ
－
宍
．
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
　
　
　
　
　
１
１
『
（
内
）
・
芯
・
亀
１
◎
・
沖
・
丙
－
内
・
卸
　
　
　
　
『
（
灼
）
１
Ｉ
Ｈ
１
吻
（
灼
）

　
　
　
　
　
　
１
１
｛
『
（
内
）
・
曳
・
宅
．
「
ｏ
ふ
－
内
｝
・
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
崖
）

、



　
　
　
　
３
）

と
な
る
。
ユ
式
よ
り

　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
ｂ
，
Ｈ
｛
『
（
内
）
・
雫
・
肉
、
．
－
－
ｏ
・
“
１
灼
｝
き
ミ

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

で
あ
る
か
ら
、
　
。
ユ
式
を
考
慮
す
る
と
、
内
く
“
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

　
　
　
　
ぺ
１
Ｉ
　
　
ｂ
・
～
（
Ｑ
↓
）
“
、
、
…

　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
“
１
内

　
　
　
　
　
　
｛
『
（
内
）
・
曳
・
亀
．
－
１
０
・
沖
－
灼
｝
・
肉
　
　
　
　
『
（
灼
）
１
Ｉ
Ｈ
Ｉ
只
内
）

　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
“
１
灼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
旨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
〈
¢
１
ｌ
Ｈ
－
１
〈
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

と
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
も
し
企
業
が
企
業
の
市
場
価
値
の
最
大
化
を
め
ざ
し
て
い
る
な
ら
ぱ
、
ユ
式
で
示
さ
れ
る
７
を
最
大
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

よ
う
に
、
企
業
は
初
期
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
Ｋ
と
そ
の
成
長
率
ｇ
を
決
定
す
れ
ぱ
よ
い
こ
と
に
な
る
。
最
大
化
の
二
階
の
条
件
が
満
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

れ
て
い
る
た
ら
ば
、
ユ
式
よ
り
、
最
大
化
の
条
件
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
戸
１
１
『
（
内
）
．
ぷ
、
．
ｑ
．
肉
、
．
、
１
。
．
沖
ぺ
１
１
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
－
灼

　
　
　
　
“
１
１
｛
『
、
（
内
）
二
、
二
・
亀
、
「
〇
二
ー
ご
・
（
丁
内
）
十
｛
『
（
内
）
二
、
・
肉
、
，
、
Ｉ
〇
二
－
灼
｝
　
．
（
Ｈ
．
弓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）
　
７
）

と
な
る
。
従
っ
て
、
も
し
ユ
・
。
１
式
を
同
時
に
満
す
よ
う
な
初
期
資
本
ス
ト
ッ
ク
Ｋ
お
よ
び
企
業
成
長
率
９
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
　
Ｇ

　
　
　
　
宍
Ｖ
◎
一
◎
〈
内
く
“

の
領
域
に
存
在
す
る
な
ら
ぼ
、
企
業
の
最
適
解
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
六
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
六
九
〇
）

　
ソ
回
１
は
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
株
主
指
向
型
企
業
」
に
加
え
、
「
成
長
指
向
型
企
業
（
９
婁
手
Ｏ
ま
昌
＆
里
§
）
」
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ソ
回
－
の
企
業
成
長
理
論
は
、
単
一
生
産
物
企
業
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
潤
（
ソ
ロ
ー
・
モ
デ
ル
で
は
配

当
額
Ｄ
）
お
よ
び
需
要
曲
線
を
明
確
に
定
式
化
し
た
こ
と
、
生
産
物
に
対
す
る
需
要
と
企
業
の
販
売
促
進
政
策
と
の
関
係
を
明
示
的

に
導
入
し
た
こ
と
た
ど
、
ボ
ー
モ
ル
ー
－
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ソ
・
モ
デ
ル
の
一
層
の
理
論
的
精
級
化
の
試
み
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
タ
ィ
プ
の
企
業
成
長
理
論
と
し
て
は
一
応
、
完
成
さ
れ
た
モ
デ
ル
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
方
向
で
の
企
業
成
長
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
企
業
成
長
の
不
確
実
性
を
考
慮
し
た
巨
目
ぎ
胃
〔
８
〕
、
固
定
係
数
で
あ
る
が
、
一

次
同
次
の
生
産
関
数
を
仮
定
し
た
い
堀
江
〔
６
〕
、
初
期
の
企
業
規
模
の
決
定
に
と
も
た
う
費
用
（
研
究
開
発
費
、
新
市
場
開
拓
費
な
ど
）

を
導
入
し
た
小
野
〔
１
６
〕
た
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
労
働
者
の
経
営
参
加
と
い
う
最
近
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
資
本
主
義
諸
国
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
「
労
働
者
自
主
管
理
企
業
」
と
「
資

本
主
義
的
企
業
」
と
の
差
異
が
企
業
成
長
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぽ
す
か
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
ア
テ
キ
ソ
ソ
ソ
〔
２
〕
、
中

谷
〔
１
５
〕
な
ど
が
あ
り
、
企
業
成
長
理
論
の
新
し
い
方
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
（
１
）
ｏ
ｏ
◎
－
◎
奉
〔
１
８
〕
に
も
と
づ
く
が
、
こ
こ
で
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
消
耗
を
無
視
し
、
単
純
化
し
て
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
二
六
頁
の
注
（
３
）
を
参
照
。

１
１

販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長

我
々
は
本
章
に
お
い
て
、
ソ
回
ー
の
企
業
成
長
理
論
と
同
様
、

企
業
の
市
場
価
値
の
最
大
化
を
目
標
と
し
て
い
る
寡
占
企
業
を
想



定
し
つ
っ
、
よ
り
現
実
的
な
企
業
成
長
理
論
を
提
示
す
る
。

　
一
般
に
企
業
成
長
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
企
業
が
生
産
物
に
対
す
る
需
要
を
主
体
的
に
ど
の
よ

う
に
創
出
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ソ
ロ
ー
・
モ
デ
ル
で
は
こ
の
点
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ

こ
で
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
こ
の
間
題
を
重
視
し
、
商
品
と
し
て
の
生
産
物
の
ラ
ィ
フ
．
サ
ィ
ク
ル
を
考
慮
し
つ
っ
、
生
産
物
需
要
を

コ
ソ
ト
回
ー
ル
す
る
手
段
と
し
て
の
販
売
促
進
支
出
（
広
告
支
出
な
ど
）
を
企
業
の
政
策
手
段
と
し
て
導
入
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

生
産
物
需
要
に
対
し
て
、
累
積
的
効
果
を
も
っ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
ボ
ー
モ
ル
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ソ
ソ
お
よ
び
ソ
ロ
ー
の
企
業
成
長
理
論
の
第
二
の
問
題
点
は
、
欧
長
率
の
決
定
が
一
回
限
り
で
あ
り
、

以
後
そ
の
成
長
率
を
維
持
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
我
々
の
モ
デ
ル
で
は
、
企
業
は
毎
期

変
更
可
能
な
政
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
、

　
我
々
は
以
上
の
前
提
の
も
と
で
時
間
と
と
も
に
変
動
す
る
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
の
動
学
的
な
最
適
計
画
径
路
の
存
在
と
そ

の
性
質
を
検
討
す
る
。

〕
１
　
仮

〔

定

仮
定
－
　
我
々
が
想
定
す
る
寡
占
企
業
は
、
単
一
生
産
物
企
業
で
あ
り
、
か
っ
生
産
物
価
格
が
プ
ラ
ィ
ス
．
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
制

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
な
産
業
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
生
産
物
価
格
は
所
与
で
あ
る
。

　
仮
定
２
　
企
業
の
在
庫
保
有
を
無
視
し
、
生
産
量
Ｈ
販
売
量
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
生
産
量
と
経
常
費
用
（
実
物
投
資
費
用
を
含

む
）
と
の
関
係
を
示
す
費
用
関
数
は
、
通
常
の
企
業
理
論
と
同
様
に
ー
、
限
界
費
用
が
正
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
量

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ニ
　
（
六
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
三
二
　
（
六
九
二
）

（
１
１
販
売
量
）
を
Ｑ
、
経
常
費
用
を
０
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
０
Ｈ
０
（
ｏ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
）

で
あ
り
、

　
　
　
　
ｏ
、
（
ｏ
）
Ｖ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
』
）

で
あ
る
。

　
仮
定
３
　
企
業
の
目
標
は
企
業
の
市
場
価
値
（
１
－
株
式
配
当
額
の
現
在
価
値
）
の
最
大
化
で
あ
る
。
ま
た
簡
単
化
の
た
め
に
企
業
は

成
長
の
た
め
の
資
金
を
す
べ
て
内
部
留
保
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　
仮
定
４
　
広
告
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
販
売
促
進
支
出
は
、
一
般
は
累
積
的
効
果
を
も
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
生
産
需
要
の
増
加
率
に
正
の
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
そ
の
効
果
は
逓
減
的
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

一
Ｑ

勒酬共刀崎
０Ｑ

Ｏ

１
．
図

ま
た
、
販
売
量
そ
れ
自
身
の
増
加
は
、
累
積
販
売
量
が
い
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
る
時
に

は
商
品
の
ブ
ラ
ソ
ド
の
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
生
産
物
需
要
の
増
加
率

に
正
の
影
響
を
及
ぽ
し
、
し
か
も
販
売
促
進
支
出
の
効
果
も
強
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
販
売
量
が
増
加
し
累
積
販
売
量
が
高
い
水
準
に
達
す
る
に
つ
れ
て
、
寡

占
産
業
間
で
の
競
争
の
激
化
、
市
場
の
限
界
（
Ｈ
飽
和
水
準
）
へ
の
接
近
、
商
品
の
陳
腐

化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
逆
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
販
売
促
進

支
出
の
効
果
を
弱
め
る
も
の
と
企
業
は
主
観
的
に
想
定
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　
そ
こ
で
い
ま
、
販
売
促
進
支
出
を
数
量
単
位
で
表
わ
し
て
五
と
し
、
そ
の
単
位
コ
ス



ト
を
１
と
と
れ
ぼ
、

　
　
　
　
ｏ
…
ｏ
（
ト
・
ｏ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
◎
）

と
な
り
、

　
　
　
　
Ｑ
』
Ｖ
◎
・
ｏ
誉
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
し
）

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
あ
る
。
ま
た
、
初
期
の
販
売
量
に
対
応
す
る
販
売
量
の
水
準
百
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
９
Ｖ
◎
・
Ｑ
８
〈
◎
・
ｏ
き
Ｖ
◎
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
〈
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
蜆
）

　
　
　
　
９
〈
◎
・
ｏ
８
〈
◎
・
ｏ
き
く
ｏ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｖ
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
）

　
　
（
２
）

と
な
る
（
図
－
１
を
参
照
）
。

　
仮
定
５
　
企
業
に
と
っ
て
、
成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
組
織
お
よ
び
管
理
能
力
の
拡
張
の
た
め
に
特
別
な
費
用
が
必
要
で
あ

る
。
一
般
に
こ
れ
は
、
ベ
ソ
デ
ズ
効
果
に
も
と
づ
く
非
馨
的
拡
張
費
用
と
呼
ぼ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
非
馨
的
拡
張
費

用
を
〃
と
し
、

　
　
　
　
§
１
１
§
（
Ｏ
－
Ｏ
）

と
す
る
。
”
関
数
を
Ｑ
、
・
Ｑ
の
一
次
同
次
関
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
、
１
１
未
的
）
・
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

と
な
り
、
こ
こ
で
、

　
　
　
　
尽
、
Ｖ
◎
・
尽
、
、
Ｖ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
・
）

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
六
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
六
九
四
）

　
　
　
　
　
（
３
）

で
あ
る
と
す
る
。

仮
定
６
　
企
業
は
間
題
と
た
る
期
問
に
つ
い
て
、
販
売
促
進
支
出
の
単
位
コ
ス
ト
で
計
っ
た
生
産
物
価
格
Ｐ
は
一
定
で
あ
り
、
か

つ
Ｃ
関
数
、
Ｇ
関
数
お
よ
び
炉
関
数
は
シ
フ
ト
し
た
い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
と
す
る
。

　
　
一
－
一
厳
密
に
は
・
初
期
の
販
売
量
の
水
準
が
与
え
ら
れ
て
も
、
一
婁
で
の
変
動
径
路
が
嚢
れ
ぱ
、
一
定
の
累
積
販
売
量
に
対
応
喜
販

　
　
　
　
売
量
す
は
変
化
す
る
が
、
本
論
で
は
、
近
似
的
に
一
Ｑ
は
初
期
の
販
売
量
に
よ
っ
て
決
定
し
う
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

　
　
（
２
）
　
こ
れ
は
く
竃
』
¢
彗
｛
事
◎
亭
ｏ
〔
２
０
〕
の
販
売
促
進
支
出
と
販
売
高
と
の
関
係
の
定
式
化
を
、
生
産
物
の
ラ
イ
フ
．
サ
イ
ク
ル
を
考
慮

　
　
　
　
し
て
よ
り
長
期
の
視
点
か
ら
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
モ
デ
ル
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
ミ
ー
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
０
１
１
、
ト
　
　
　
ー
、
◎
　
　
、
し
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
で
あ
り
、
宇
は
販
売
高
の
反
応
係
数
、
〃
の
Ｑ
は
飽
和
水
準
、
刃
は
販
売
高
の
自
然
的
低
下
係
数
で
あ
る
。
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
↑
、
（
ヰ
。
）
・
二
。
灼
－
－
平
穴
・
ふ
垂
－
－
郎
・
。

　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
、
我
々
の
モ
デ
ル
の
ｏ
Ｖ
ｏ
の
ヶ
ー
ス
に
対
応
す
る
。

　
　
（
３
）
弓
Ｎ
婁
ｐ
〔
１
９
〕
で
は
、
”
関
数
は
Ｋ
お
よ
び
・
Ｋ
の
関
数
と
し
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
産
甲
資
本
係
数
が
一
定
次
ら

　
　
　
　
ぱ
、
両
者
は
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

〕
２
　
モ
　
　
デ
　
　
ル

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

企
業
の
い
↓
期
の
株
式
配
当
額
を
以
と
す
れ
ば
、
仮
定
お
よ
び
”
・
〃
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
　
ｂ
、
、
・
９
－
ｏ
§
↓
（
◎
◎
一
）
・
◎
「
ト
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
雲
。
そ
こ
で
、
企
業
の
市
場
価
値
害
、
主
観
的
割
引
率
を
二
一
定
一
と
し
、
雪
を
考
慮
す
れ
ば
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
、
ム
一
・
ミ
．
、
、
ミ

　
　
　
　
　
”
膏
、
・
。
「
。
§
土
。
（
鈴
。
、
）
一
・
・
「
寺
§
　
　
　
§
一

　
　
（
１
）

と
な
る
（
以
下
、
添
字
ｆ
は
省
略
す
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
問
題
は
、
閉
式
を
考
慮
し
っ
っ
、
企
業
の
市
場
価
停
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
、
政
策
変
数
で

あ
る
販
売
促
進
支
出
五
の
最
適
計
画
径
路
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

－
以
汀
、
我
、
は
与
え
ら
れ
た
問
題
を
解
く
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
現
在
値
一
ミ
ル
ー
ソ
関
数
書
、
補
助
変
数
を
至
す
れ
ば
・

Ｏ
Ｏ
　
　
　
Ｏ
）

２
・
．
２
・
式
よ
り
、

（
　
　
　
（

　
　
　
　
申
、
、
・
・
－
。
§
－
工
。
一
小
、
。
言
－
羊
；
…
一
　
　
　
　
一
；
一

と
な
る
か
ら
、
上
記
の
最
適
化
問
題
に
解
が
存
在
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
解
は
次
の
諸
条
件

　
　
　
　
て
よ
一
一
キ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
言
一

　
　
　
　
一
、
・
．
、
．
、
十
。
、
（
。
一
、
一
、
－
一
、
王
一
・
。
工
、
一
舳
一
よ
・
よ
一
　
蔓
一

　
　
　
　
０
１
Ｉ
Ｏ
（
ト
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
』
）

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

を
満
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
六
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
一
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ニ
ハ
一
六
九
六
一

　
　
　
　
　
　
）

　
）
　
　
）
　
　
　
　
　
１

３
一
７
．
お
よ
び
１
．
式
よ
り
、

　
２
　
　
２
　
　
　
　
２

　
（
　
　
（
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
工
、
モ
・
午
誰
一
十
一
一
小
　
　
　
　
　
（
ド
一
。
。
一
．

で
あ
る
か
ら
・
急
・
非
投
資
的
拡
張
費
用
の
限
界
費
用
と
販
売
促
進
支
出
の
限
界
費
用
の
和
で
あ
る
。
ま
た
、
工
、
一
。
の
一
・
。

で
あ
る
か
ら
く
Ｖ
二
－
Ｖ
・
を
考
慮
す
る
と
、
我
・
の
モ
デ
ル
で
は
異
常
に
高
い
企
業
成
長
の
ケ
、
ス
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
に

た
る
。

　
　
　
　
）

　
そ
こ
で
』
式
を
Ａ
に
つ
い
て
解
き
、
そ
の
関
数
を
¢
と
す
る
と
、

　
　
　
　
２

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
崖
）

　
　
　
　
ト
ー
１
呉
シ
◎
）

　
　
　
　
１
）

と
な
る
。
１
．
式
よ
り
、
刃
を
五
で
偏
徴
分
す
る
と
、

　
　
　
　
ｃ

　
　
　
　
・
』
・
ヤ
一
工
、
一
・
£
↓
、
、
・
一
叱
、
－
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

と
言
、
窒
よ
二
』
Ｖ
９
£
〈
・
、
饗
よ
二
、
、
Ｖ
・
、
景
よ
三
．
尽
、
Ｖ
。
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
平
ヤ
マ
、
、
・
一
叱
。
、
－
一
工
、
一
・
。
と
・
。
　
　
　
　
一
ド
、
蜆
一

と
た
る
。
ま
た
、
Ｑ
を
五
で
偏
徴
分
す
る
と
、

　
　
　
　
一
ミ
；
。
・
よ
。
、
一
舳
土
一
ふ
・
一
壬
・
。
－
ｋ
．
一
。
、
）
、
、
。

と
な
る
・
そ
こ
で
・
近
似
的
に
冬
、
ド
◎
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
奮
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ



　
　
　
　
８
Ｉ
　
ｏ
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
岩
）

　
　
　
　
葦
Ｉ
　
ｏ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
６
　
　
　
　
５
　
６
　
　
　
　
、

と
な
る
　
従
っ
て
、
　
１
１
式
の
¢
関
数
に
っ
い
て
、
ユ
．
１
１
お
よ
び
２
・
．
２
・
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
２
　
　
　
　
　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
　
　
》
Ｖ
ｐ

　
　
　
　
亭
Ｖ
◎
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
〈
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ミ
）

　
　
　
　
亭
く
◎
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
Ｖ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
◎
。
）

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
２
　
　
）

と
な
る
そ
こ
で
写
着
．
閉
式
に
代
入
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
ｒ
＋
羊
兵
ｓ
－
ワ
ー
工
。
一
喋
一
一
一
・
異
忘
一

　
　
　
　
　
　
－
工
。
一
砕
〇
一
一
・
。
一
砕
〇
一
三
。
一
砕
〇
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一

　
　
　
　
０
１
１
０
（
専
Ｏ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
８
）

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
）

　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
０

と
な
る
。
ユ
式
よ
り
呉
ン
Ｏ
）
で
あ
る
か
ら
ク
　
ー
１
・
』
式
は
刃
と
Ｑ
に
関
す
る
連
立
徴
分
方
程
式
体
系
で
あ
る
。
こ
の
連
立
徴
分
方

　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
２

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

程
式
体
系
は
時
問
旧
が
明
示
的
に
入
っ
て
い
な
い
形
た
の
で
、
位
相
図
に
ょ
っ
て
解
の
性
質
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
９
）
　
０
）

　
そ
こ
で
１
．
・
２
．
式
を
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
　
　
ｏ
　
ｏ

　
　
　
　
，
１
１
、
（
卜
◎
）

　
　
　
　
Ｑ
ｌ
ｌ
灼
（
ン
Ｏ
）

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
六
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
六
九
八
）

と
お
き
、
｝
Ｈ
、
（
シ
◎
）
１
－
◎
を
満
た
す
刃
と
Ｑ
の
組
み
合
せ
を
～
１
１
◎
曲
線
、
Ｃ
ｌ
Ｉ
内
（
シ
Ｏ
）
Ｈ
◎
を
満
た
す
刃
と
Ｑ
と
の
組
み
合
せ
を

０
１
１
◎
曲
線
と
呼
べ
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
線
の
傾
き
は
、

　
　
　
　
婁
　
　
１
　
“

　
　
　
．
０
０
Ｍ
１
１
ｏ
ー
　
　
ト

　
　
　
　
婁
　
　
－
　
峰

　
　
　
　
８
汗
ｏ
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

差
る
。
こ
こ
で
も
、
近
似
的
に
↑
・
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
景
よ
り
、
々
を
も
と
め
る
く
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
＞
１
１
，
１
０
ｏ
ｌ
（
～
－
冬
、
）
・
Ｏ
き
・
》

　
　
　
　
“
１
Ｉ
Ｏ
、
、
（
（
Ｏ
）
－
（
、
１
尽
、
）
・
｛
Ｏ
』
ｏ
・
も
〇
十
Ｑ
ｏ
ｏ
｝

　
　
　
　
０
）

と
な
り
、
２
・
式
よ
り
、
＆
、
釦
を
も
と
め
る
と
、

　
　
　
　
○

　
　
　
　
讐
１
Ｉ
Ｏ
』
・
｝

　
　
　
　
警
１
ｌ
Ｏ
』
・
亭
十
〇
〇

と
た
る
。
ｏ
』
Ｖ
◎
一
》
Ｖ
ｐ
、
－
尽
、
Ｖ
〇
一
〇
〇
Ｖ
◎
（
ｏ
〈
ｏ
）
一
〇
き
Ｖ
◎
（
ｏ
〈
ｏ
）
一
８
〈
ｏ
（
ｏ
Ｖ
ｏ
）
一
〇
き
く
◎
（
ｏ
Ｖ
ｏ
）
、
そ
し
て

）
　
　
　
）

７
‘
　
　
ｏ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

１
１
・
１
１
式
よ
り
亭
Ｖ
◎
（
ｏ
〈
◎
）
一
亭
く
◎
（
ｏ
Ｖ
ｏ
）
で
あ
る
か
ら
、

ｃ
　
ｏ

　
　
　
　
曽
Ｖ
◎

　
　
　
　
さ
く
◎
一
斜
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
〈
◎

　
　
　
　
さ
Ｖ
◎
・
寒
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｖ
ｏ



　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
）

と
な
る
が
、
ｏ
亀
・
亭
Ｖ
◎
、
蝸
・
“
式
よ
り
、
ｏ
８
〈
◎
で
あ
る
か
ら
、
（
ｏ
き
・
亭
十
〇
８
）
の
正
・
負
は
確
定
的
で
な
い
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

も
一
般
に
、
ｏ
、
、
（
ｏ
）
…
…
ｏ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ｏ
、
、
（
◎
）
の
大
き
い
程
、
応
が
正
値
と
な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ー
ス
ー
を
“
Ｖ
◎
、
ケ
ー
ス
ー
を
亭
く
◎
（
ｏ
〈
ｏ
）
一
“
Ｖ
◎
（
◎
Ｖ
ｃ
）
、
ケ
ー
ス
皿
を
“
〈
◎
と
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
我
々
は
、
、
１
１
◎
曲
線
、
お
よ
び
◎
１
１
◎
曲
線
に
つ
い
て
、
ヶ
ー
ス
ー
の
場
合
、

　
　
　
　
、
、
ｒ
－
↓
・
・
。
、
　
顯
・
・
　
　
、

と
な
り
、

と
な
る
。

　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

§
．
１
ｌ
Ｉ
“
〈
◎
一
豊

　
９
◎
～
１
ｌ
Ｏ
　
　
＞
　
　
　
　
０
０

ま
た
、

　
ｓ
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

　
Ｓ
１
－
さ
く
ｏ
・
　
ｏ
０
１
１
容
Ｖ
◎

　
§
　
　
　
　
　
¢
ｏ

　
Ｓ
１
Ｉ
さ
Ｖ
◎
・
　
ｏ
０
１
１
害
く
◎

ケ
ー
ス
ー
の
場
合
に
は
、

雲
．
１
Ｉ
Ｉ
“
〈
◎
一
望

　
ｏ
ｏ
〒
ｏ
　
　
〉
　
　
　
　
９
ｏ

婁
．
１
Ｉ
Ｉ
“
〈
◎
一
婁

　
０
◎
－
１
ｌ
ｏ
　
　
さ
　
　
　
　
９
０

ま
た
、

販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）

０
１
Ｉ
ｏ

０
１
１
◎

害
Ｖ
◎

答

と
な
り
、

皆
く
◎

讐

ｏ
〈
ｏ

ｏ
Ｖ
◎

ｏ
〈
ｏ

◎
Ｖ
◎

０
１
１
ｏ

０
１
－
ｏ

皆
Ｖ
◎

讐

ｏ
〈
ｏ

ｏ
Ｖ
◎

三
九
　
（
六
九
九
）



と
な
る
。

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

　
豊
　
　
　
　
　
８

　
婁
１
１
さ
く
◎
・
　
８
１
１
害
Ｖ
◎

　
ｓ
　
　
　
　
　
　
８

　
Ｓ
ｌ
ー
さ
Ｖ
ｐ
　
８
１
１
尊
く
◎

ケ
ー
ス
皿
の
場
合
に
は
、

§
　
　
　
“
〈
９
雲

　
８
プ
○
－
１
〉
　
　
　
８
心
よ

　
婁
　
　
　
　
　
ま
Ｖ
◎
一
　
Ｓ

　
ｏ
ｏ
プ
○
－
　
＞
　
　
　
　
・
リ
ｏ
？
○

皆
く
◎

内
－ぷ

Ｖ
ｏ
曽

ｏ
〈
◎

◎
Ｖ
◎

ｏ
〈
◎

の
Ｖ
ｏ

四
〇
（
七
〇
〇
）

と
な
り
、

　
　
　
　
Ｓ
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
Ｓ
ｌ
Ｉ
＞
〈
◎
・
　
８
１
１
恕
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
〈
ｏ

　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
Ｓ
１
１
さ
Ｖ
◎
・
　
８
１
１
砦
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
Ｖ
ｏ

と
た
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
我
々
は
、
ヶ
－
ス
ー
、
ケ
ー
ス
皿
お
よ
び
ヶ
－
ス
皿
に
つ
い
て
、
図
－
２
の
よ
う
な
位
相
図
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
。
．
そ
こ
で
、
軌
は
初
期
の
企
業
規
模
に
対
応
す
る
販
売
量
で
あ
り
、
ぴ
は
最
適
な
企
業
観
模
に
対
応
す
る
販
売
量
で
あ

る
。
ま
た
ん
は
弘
に
対
応
す
る
刃
、
炉
は
ぴ
に
対
応
す
る
刃
で
あ
る
。

　
図
－
２
よ
り
明
ら
か
た
よ
う
に
、
ケ
ー
ス
ー
お
よ
び
ケ
ー
ス
皿
の
場
合
に
は
最
適
た
企
業
規
模
に
収
束
す
る
企
業
成
長
の
動
学
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

な
計
画
径
路
が
存
在
す
る
が
、
ケ
ー
ス
皿
の
場
合
に
は
そ
の
存
在
は
確
定
的
で
な
い
。



Ｑ一
ＱＯＱＯ

ース一ケ

線
　
　
　
　
緋

Ｑ
Ｑ

一
ＱｏＱ

皿スーケ

Ｑ章

Ｑ
一
ＱＯＱ

０

皿ス一ケ

２
一
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
炉

　
４
）

　
１
・
式
よ
り
、
五
、
刃
お
よ
び
Ｑ
の
問
に
、

　
２

　
（
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
ト
ー
１
》
二
十
亭
・
◎

の
関
係
が
あ
る
。
ヶ
ー
ス
ー
お
よ
び
ヶ
ー
ス
皿
に
っ
い
て
、
ｏ
〈
ｏ
の
と
き
、
｝
Ｖ
９
，
Ｖ
◎
一
亭
Ｖ
◎
一
〇
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
、
ト
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
な
り
、
◎
Ｖ
◎
の
と
き
、
｝
Ｖ
９
、
〈
◎
一
亭
く
◎
一
〇
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
、
』
〈
ｏ
と
な
る
。
ま
た
、
”
武
よ
り
、
０
１
Ｉ
ｏ
』
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

十
〇
〇
・
ｏ
で
あ
る
か
ら
、
ｏ
〈
ｏ
の
と
き
◎
Ｖ
◎
一
〇
Ｖ
ｏ
の
と
き
、
ｏ
〈
◎
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヶ
－
ス
皿
に
ー
つ
い
て
は
、
ｏ
〈
ｏ

の
と
き
、
》
Ｖ
９
、
〈
〇
一
許
Ｖ
〇
一
〇
Ｖ
◎
一
〇
Ｖ
ｏ
の
と
き
、
》
Ｖ
９
，
Ｖ
◎
一
亭
く
◎
一
〇
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
、
．
五
の
正
・
負
は
確

定
的
で
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
我
か
は
企
業
の
ぴ
に
対
応
す
る
販
売
促
進
支
出
を
が
と
す
れ
ぼ
次
の
定
理
を
得
る
。

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
七
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
（
七
〇
二
）

〔
定
理
１
〕

　
ヶ
－
ス
ー
（
応
は
正
）
お
よ
び
ヶ
－
ス
ー
（
乃
は
負
か
ら
正
に
な
る
）
の
場
合
、
も
し
初
期
の
企
業
観
模
に
対
応
す
る
販
売
量
弘
が
与

え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
販
売
促
進
支
出
五
は
、
販
売
量
Ｑ
が
生
産
物
の
ラ
ィ
フ
・
サ
ィ
ク
ル
の
転
換
点
で
あ
る
す
（
軌
に
依
存
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

よ
り
も
低
い
水
準
に
あ
る
問
は
増
加
し
、
◎
で
最
大
（
ト
Ｖ
ま
）
と
な
り
、
販
売
量
が
一
Ｑ
を
こ
え
る
と
次
第
に
滅
少
し
て
Ａ
に
接
近

す
る
よ
う
な
最
適
計
画
径
路
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
販
売
量
Ｑ
が
す
に
達
す
る
ま
で
は
企
業
は
加
速
度
的
に
成
長
す
る
が
、
一
Ｑ

を
こ
え
る
と
成
長
率
が
鈍
化
し
、
最
適
企
業
規
模
を
示
す
販
売
量
ぴ
の
水
準
に
到
っ
て
成
長
率
が
ゼ
ロ
に
な
る
。

　
ヶ
－
ス
皿
（
亭
は
負
）
の
場
合
に
は
、
最
適
計
画
径
路
の
存
在
は
確
定
的
で
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
た
と

え
存
在
す
る
と
し
て
も
、
モ
デ
ル
を
特
定
化
し
な
げ
れ
ば
、
販
売
促
進
支
出
五
の
最
適
計
画
径
路
の
性
質
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
最
後
に
、
我
々
は
、
ケ
ー
ス
ー
に
議
論
を
限
定
し
販
売
促
進
支
出
五
の
最
適
径
路
お
よ
び
最
適
企
業
規
模
を
示
す
販
売
量
ぴ
が
外

生
変
数
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

そ
こ
で
簡
単
化
の
た
め
に
、
〃
式
に
お
い
て
尽
、
、
１
１
◎
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
よ
丁
・
ｏ
の
忌
正
の
定
数

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
９
　
　
０

と
す
る
。
従
っ
て
、
ユ
・
』
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
　
ｏ

　
　
　
　
、
（
ト
Ｏ
）
１
１
わ
二
１
、
十
〇
、
（
Ｏ
）
－
（
、
１
Ｑ
）
・
Ｏ
ｏ
｛
呉
ト
Ｏ
）
一
Ｓ
Ｈ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
曽
）

　
　
　
　
内
（
卜
Ｏ
）
１
１
貝
呉
、
一
〇
）
一
〇
｝
１
－
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
．
Ｓ
）



　
　
　
　
１
）

と
な
る
。
２
・
式
よ
り
、

　
　
　
　
○

　
　
　
　
豊
　
　
ミ
忌
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
ｏ
、
　
　
註
　
－
勺
Ｉ
Ｏ
ぬ
－
（
、
１
Ｑ
）
・
Ｏ
亀
・
》

と
な
る
。
そ
れ
故
、
Ｐ
の
上
昇
は
、
ｏ
Ｖ
ｏ
の
領
域
で
は
＞
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
＼
１
１
◎
曲
線
を
上
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
、
そ
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
２

炉
お
よ
び
Ｑ
を
増
加
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
。
２
・
』
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
　
Ｇ

　
　
　
　
芝

　
　
　
　
　
　
１
－
＞

　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
＆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
　
　
ｏ
お

　
　
　
　
８
Ｈ
祭
１
Ｉ
Ｐ
．
亭
十
８
　
亭
１
１
８
１
－
１
Ｏ
圭

で
あ
ポ
か
ら
べ
憲
ｐ
の
変
化
に
対
し
て
不
変
で
あ
る
一
一
と
が
わ
か
る
・
従
一
て
・
£
上
昇
賃
の
最
適
径
路
を
上
方
一
シ

フ
ト
さ
せ
る
。

　
次
に
１
、
販
売
促
進
支
出
の
販
売
量
の
増
加
率
に
友
ぼ
す
効
果
に
関
す
る
企
業
の
期
待
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
ぴ
と
し
、
簡
単
化

の
た
め
に
、

　
　
　
　
一
一
舳
・
・
粥
、
と
。
平
・

　
　
　
　
　
０
）

と
す
れ
ば
、
２
・
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
Ｇ

　
　
　
　
８
　
　
　
篭
＼
・
リ
も

　
　
　
　
ぎ
　
　
　
祭

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
七
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
七
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

と
な
る
。
そ
れ
故
、
ぴ
の
上
昇
は
、
ｏ
Ｖ
ｏ
の
領
域
で
は
祭
く
◎
で
あ
る
か
ら
０
１
１
◎
曲
線
を
右
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
刃

減
少
、
ぴ
を
増
加
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
が
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
も
、
＾
、
約
は
ぴ
の
変
化
に

対
し
て
不
変
で
あ
る
か
ら
、
ぴ
の
上
昇
は
五
の
最
適
径
路
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
ま
た
、
生
産
の
限
界
費
用
を
増
加
さ
せ
る
外
生
的
な
要
因
を
刀
と
す
れ
ば
、
』
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
望
１
　
　
９
ｏ
、
＼
篭

　
　
　
　
　
　
－
１
　
　
　
　
〈
◎

　
　
　
　
８
　
　
　
　
＞

と
な
り
、
刀
の
上
昇
は
、
ｏ
Ｖ
◎
の
領
域
で
は
＞
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
）
１
－
◎
曲
線
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
、
そ
の
結
果
ズ
お
よ
び
ぴ

を
増
加
さ
せ
る
。
こ
こ
で
も
ハ
、
約
は
ガ
の
変
化
に
対
し
て
不
変
で
あ
る
か
ら
、
月
の
上
昇
は
五
の
最
適
径
路
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
我
々
は
次
の
定
理
を
得
る
。

〔
定
理
２
〕

　
ケ
ー
ス
ー
の
場
合
、
生
産
物
価
格
ｐ
お
よ
び
生
産
の
限
界
費
用
を
増
加
さ
昔
る
要
因
が
小
さ
い
程
、
最
適
企
業
規
模
を
示
す
販
売

量
ぴ
は
大
き
く
、
販
売
促
進
支
出
五
の
最
適
径
路
は
上
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。

　
ま
た
、
販
売
促
進
支
出
の
販
売
量
に
増
加
率
に
及
ぽ
す
効
果
に
関
す
る
企
業
の
期
待
が
大
き
い
程
、
最
適
企
業
規
模
を
示
す
販
売

量
ぴ
は
大
き
く
、
販
売
促
進
支
出
五
の
最
適
径
路
は
下
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。

　
　
（
１
）
　
株
式
配
当
額
が
負
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
た
い
か
ら
、
以
下
、
ｂ
～
◎
が
成
立
す
る
も
の
と
し
て
議
論
を
す
す
め
る
。
ま
た
、
呂
胃
ま

　
　
　
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
株
式
配
当
額
が
小
さ
い
場
合
に
は
株
価
が
下
落
し
「
乗
っ
と
り
」
の
危
険
が
生
じ
る
と
す
れ
ぱ
、
功
は
あ
る
正
の

　
　
　
水
準
よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

こ
れ
は
数
学
的
に
は
変
分
法
に
よ
る
最
大
化
問
題
で
あ
る
。
解
法
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぼ
声
賞
◎
事
彗
ｑ
内
昌
Ｎ
〔
１
〕

こ
こ
で
は
、
９
の
大
き
は
＾
の
値
を
決
定
す
る
う
え
で
無
視
し
う
る
も
の
と
す
る
。

を
参
照
。

台
正
・
負
が
・
ミ
§
の
正
・
負
に
よ
つ
て
主
と
し
て
左
右
さ
れ
る
雀
ぼ
、
ヶ
－
ス
ー
は
棚
曲
線
が
逓
増
的
で
あ
り
、
ヶ
よ
ー

は
Ｕ
字
型
で
あ
り
、
ケ
ー
ス
皿
は
逓
減
的
な
場
合
で
あ
る
。

我
六
の
モ
デ
ル
で
鞍
点
解
を
も
っ
た
め
の
条
件
は
、
均
衡
解
パ
、
ぴ
の
均
傍
で
、
卜
・
碧
１
＞
・
き
〈
○
と
な
な
こ
と
で
あ
る
が

－
ス
皿
で
は
、
＞
・
碧
１
“
・
灼
、
負
値
－
負
値
と
な
る
。

　
）帥
式
吉
、
憎
、
一
．
巾
．
・
、
・
．
心
と
｝
る
か
ミ
こ
れ
は
皿
が
、
に
依
存
し
な
い
特
殊
な
ケ
、
ス
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
仮
定
ー
を
考
慮
し
て
、
Ｄ
■
の
変
化
が
Ｇ
関
数
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

、
ケ

結
論
的
覚
え
書

　
本
論
に
お
い
て
我
々
は
企
業
の
主
体
的
な
販
売
促
進
政
策
お
よ
び
、
生
産
物
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
概
念
を
導
入
し
、
時
間
と

と
も
に
変
動
す
る
最
適
な
販
売
促
進
支
出
お
よ
び
企
業
成
長
率
の
動
学
的
径
路
の
存
在
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
〔
定
理
ゴ
〕

〔
定
理
２
〕
を
得
た
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
、
初
期
時
点
に
お
げ
る
企
業
の
予
想
に
も
と
づ
く
計
画

径
路
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
我
々
の
モ
デ
ル
の
問
題
点
は
、
企
業
の
成
長
径
路
が
一
定
の
企
業
規
模
に
収
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ソ
ロ
ー
・
モ

デ
ル
と
同
様
に
、
我
々
の
モ
デ
ル
で
も
単
一
生
産
物
企
業
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
（
仮
定
１
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
代
の

寡
占
企
業
の
特
徴
で
あ
る
「
生
産
物
の
多
様
化
に
よ
る
企
業
成
長
」
の
可
能
性
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
１
な
る
。
従
っ
て
、
ペ
ソ
ロ
ー

ズ
や
マ
リ
ス
が
強
調
し
た
「
生
産
物
の
多
様
化
に
企
業
成
長
」
と
い
う
現
実
を
、
ソ
Ｐ
ｌ
・
タ
イ
プ
の
モ
デ
ル
に
ど
の
よ
う
に
１
導
入

　
　
　
販
売
促
進
政
策
と
企
業
成
長
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
七
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
七
〇
六
）

す
る
か
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
我
々
の
モ
デ
ル
の
発
展
の
方
向
と
し
て
、
生
産
物
需
要
の
不
確
実
性
を
明
示
的
に
導
入
す
る
と
同
時
に
、
販
売
促
進
政

策
が
そ
の
不
確
実
性
を
減
少
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
も
の
で
あ
る
と
し
て
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
最
近
注
目
を
集

め
て
い
る
不
確
実
性
下
の
企
業
理
論
の
動
学
化
へ
の
試
み
で
あ
り
、
筆
者
の
今
後
の
残
さ
れ
た
課
題
と
し
た
い
。
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